
HYOGO TRUCKING ASSOCIATION

2011.12 №305

社団法人 兵庫県トラック協会　　〒657 - 0043 神戸市灘区大石東町2丁目4-27　電話 （078）882-5556　FAX （078）882-5565
責 任 者 　太　田　啓　三　　　　　   　ホームページ：http : //www.hyotokyo .or. j p/　         メールアドレス：hta@hyotokyo.or. jp

●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●● ●●●●●●

兵ト協ニュース

竹田城跡（朝来市）竹田城跡（朝来市）



○	行政からのお知らせ

（国土交通）長期使用車におけるボールジョイントの脱落を未然防止するための

	 　	確実な点検整備の注意喚起について（協力依頼）･････････････	 1

（環　境）窒素酸化物低減のための季節対策について（お願い）	････････････	 3

（厚生労働）平成23年度最低賃金周知広報の実施について（協力依頼）	･･･････	 4

（兵庫県）平成23年度「年末の交通事故防止運動」兵庫県実施要綱	････････	 6

○	事務局からのお知らせ

	 衝突被害軽減ブレーキ装置導入促進助成金について･････････････	 8

	 第43回全国トラックドライバー・コンテスト開催	･･････････････	 9

	 平成23年度近畿府県合同防災訓練が実施されました	････････････	 10

	 「平成23年度環境と物流を考えるフォーラム」を開催しました	･･･	11

	 兵庫県トラック協会・北海道トラック協会との環境対策委員会の懇談会	 12

○	陸災防のページ

	 陸上貨物運送事業労働災害防止協会　平成23年度安全衛生表彰・永年	勤続表彰

	 　	及び優良フォークリフト等運転者表彰の受賞について	･････････････	 13

○	会員だより	･･････････････････････････････････････････････････････････	 15

○	協会日誌	････････････････････････････････････････････････････････････	 16



�

国自審第 5 9 6 号

国 自 整 第 6 8 号

平成23年10月25日

社団法人 全日本トラック協会会長 殿

国土交通省自動車局　

審査・リコール課長

整　備　課　長

長期使用車におけるボールジョイントの脱落を未然防止するため
の確実な点検整備の注意喚起について（協力依頼）

自動車のボールジョイントの脱落に関する不具合については、一般社団法人日本自動車工業会

において平成23年10月25日にホームページ等によりボールジョイントの脱落を未然防止するた

めの注意喚起が実施されております。国土交通省においても、これまで同様の不具合情報が複数

寄せられており、特に長期使用車や適切な点検整備を実施していない自動車において発生する傾

向が高くなっております。

ボールジョイントの脱落を未然に防止するためには、点検整備を適切に実施することが必要で

あり、特に長期使用車に関しては定期的な点検整備を確実に実施することがさらに重要となりま

す。

つきましては、あらゆる機会をとらえ、自動車使用者等に対して下記事項について、注意喚起

を行うように貴会傘下会員に対し周知方お願いします。

記

１．法律に定められた点検整備を確実に実施すること。

２．ボールジョイントは長期間の自動車の使用により摩耗又は劣化しやすくなるため、特に長期

使用車については確実な点検整備を実施すること。

３．ハンドルを切ると異音がする、重い又は戻りが悪い等の症状がある場合には、速やかに点検

整備を実施すること。

国土交通



タイヤを溝に落としたり、勢いよく縁石に
乗り上げたことはありませんか？
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会員各位

窒素酸化物低減のための季節対策について（お願い）

自動車公害防止対策の推進について、平素より格別のご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、兵庫県では窒素酸化物の低減対策を総合的に推進しており、特に冬季において窒素酸化

物濃度が上昇する傾向にあることから、兵庫県農政環境部環境管理局長より標記について依頼が

ありました。

つきましては、会員の皆様におかれましても、趣旨をご理解いただき、下記の事項について積

極的にご協力くださるようお願いいたします。

記

○　季節対策実施期間   平成 23 年 11 月１日から平成 24 年１月 31 日

○　対 象 地 域   阪神地域（神戸市、尼崎市、西宮市、芦屋市、伊丹市、宝塚市、川西市、

猪名川町）及び播磨地域（姫路市、明石市、加古川市、高砂市、

稲美町、播磨町、太子町）の 11 市４町

○　窒素酸化物低減のためにご協力をお願いする内容

●　業務用貨物自動車等については、合理化等により、できるだけ運行を抑制するとともに自

動車の整備点検を徹底してください。

●　駐停車時のエンジン停止、急発進・急加速の抑制、迷惑駐車をしない等、環境に配慮した

自動車利用（エコドライブ）を心がけてください。

●　自家用車の使用については、関係者にできるだけ自粛するよう要請するとともに、電車・

バスなど公共交通機関の利用等の促進を図ってください。

環 境
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基発10 1 2第７号

平成23年10月12日

（社）全日本トラック協会代表者 殿

厚生労働省労働基準局長　　

平成��年度最低賃金周知広報の実施について（協力依頼）

最低賃金行政の円滑な推進につきましては、日頃から格別の御理解と御協力を賜り厚く御礼申

し上げます。

本年度の地域別最低賃金の改定については、各地方最低賃金審議会において、雇用戦略対話に

おける最低賃金の引上げに関する合意（平成22年６月３日雇用戦略対話第４回会合http://www.

kantei.go.jp/jp/singi/koyoutaiwa/）に掲げられた目標についても特段の配慮をした上で、東日本

大震災による地域への影響にも配意する等、諸般の事情を総合的に勘案した審議が行われ、本日

までにすべての地域別最低賃金額について改定公示が行われたところです。

今後、改定された地域別最低賃金額及び最低賃金制度について広く国民に周知を図り、同制度

の履行確保を図ることが重要となりますが、その履行状況は今なお十分とは言い難い実情にあ

り、厚生労働省においては標記の周知広報を実施することとしております。

貴職におかれましても、最低賃金制度の趣旨を御理解の上、貴会が発行される広報誌への掲載

などによる貴会の加入事業者に対する改定された地域別最低賃金額及び最低賃金制度の周知につ

いて格別の御協力を賜りますようお願い申し上げます。

厚生労働
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すべての都道府県で地域別最低賃金額が改定されました

○すべての都道府県の地域別最低賃金額が下表のとおり改定され、平成 23 年９月 30 日から 11

月 11 日までの間に順次効力が発生します。

○最低賃金とは、最低賃金法に基づき国が賃金の最低額を定めるもので、使用者は、最低賃金

額以上の賃金を労働者に支払わなければなりません。

○仮に最低賃金額より低い賃金を労働者、使用者双方の合意の上で定めても、最低賃金法によっ

て無効とされ、最低賃金額と同様の定めをしたこととなり、最低賃金額を支払わなくてはな

りません。

○地域別最低賃金額以上の賃金額を支払わない場合には、罰則（50 万円以下の罰金）が定めら

れています。

○貴社の労働者の賃金額が地域別最低賃金額を下回ることのないよう、金額をご確認ください。

○派遣労働者については、派遣先の事業場に適用されている地域別最低賃金又は特定（産業別）

最低賃金が適用されます。

平成23年度地域別最低賃金改定状況

都道府県名
時間額
【円】

発効年月日 都道府県名
時間額
【円】

発効年月日 都道府県名
時間額
【円】

発効年月日

北海道 705 H23.10.６ 石川 687 H23.10.20 岡山 685 H23.10.27
青森 647 H23.10.16 福井 684 H23.10.１ 広島 710 H23.10.１
岩手 645 H23.11.11 山梨 690 H23.10.20 山口 684 H23.10.６
宮城 675 H23.10.29 長野 694 H23.10.１ 徳島 647 H23.10.15
秋田 647 H23.10.30 岐阜 707 H23.10.１ 香川 667 H23.10.５
山形 647 H23.10.29 静岡 728 H23.10.14 愛媛 647 H23.10.20
福島 658 H23.11.２ 愛知 750 H23.10.７ 高知 645 H23.10.26
茨城 692 H23.10.８ 三重 717 H23.10.１ 福岡 695 H23.10.15
栃木 700 H23.10.１ 滋賀 709 H23.10.20 佐賀 646 H23.10.６
群馬 690 H23.10.７ 京都 751 H23.10.16 長崎 646 H23.10.12
埼玉 759 H23.10.１ 大阪 786 H23.９.30 熊本 647 H23.10.20
千葉 748 H23.10.１ 兵庫 739 H23.10.１ 大分 647 H23.10.20
東京 837 H23.10.１ 奈良 693 H23.10.７ 宮崎 646 H23.11.２
神奈川 836 H23.10.１ 和歌山 685 H23.10.13 鹿児島 647 H23.10.29
新潟 683 H23.10.７ 鳥取 646 H23.10.29 沖縄 645 H23.11.６
富山 692 H23.10.１ 島根 646 H23.11.６
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平成23年度「年末の交通事故防止運動」兵庫県実施要綱

１　目的
年末は、師走特有の気ぜわしさや、忘年会などで飲酒の機会が増えることに加えて、交通流・
量の変化を伴うことから、交通事故の多発が懸念される。
この運動は、このような年末の情勢を踏まえ、広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、
交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付けることにより、交通事故防止の徹底を
図ることを目的とする。

２　運動期間
平成23年12月１日（木）から同年12月10日（土）までの10日間
（運動初日の12月１日は、「交通安全意識を高める日」）

３　スローガン
やさしさと　笑顔で走る　兵庫の道

４　主唱
兵庫県交通安全対策委員会

５　運動重点
年末の交通事故防止運動では、交通事故死者の半数近くを高齢者が占める交通事故情勢に対
処するため、「高齢者の交通安全」を最重点とするほか、後を絶たない飲酒運転の根絶、日没時
間の早まりに伴う夕暮れ時の交通事故防止、自転車乗用中の交通事故防止及び全ての座席の
シートベルトとチャイルドシートの正しい着用による被害の防止・軽減を図るため、次の重点
を定める。
最重点
高齢者の交通安全

重　点
⑴　飲酒運転の根絶
⑵　夕暮れ時の交通安全
⑶　自転車の交通安全
⑷　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

６　運動重点に関する主な推進項目
最重点　高齢者の交通安全
高齢者自身の交通安全意識の高揚を図るとともに、一般の運転者、その他交通参加者の高齢
者に対する保護意識の醸成を図り、高齢者の交通事故を防止する。
◆　高齢者の運動・運転能力等の理解に基づく安全行動と保護活動の促進
◆　広報啓発活動を通じた高齢者自身による身体機能の変化の的確な認識に基づく安全行動の
促進
◆　街頭での高齢歩行者・電動車いす利用者・高齢自転車利用者に対する交通安全指導、保
護・誘導活動の促進
◆　70 歳以上の運転者について高齢者マーク（高齢運転者標識）の使用促進と高齢者マーク
を表示している自動車に対する保護義務の周知徹底
◆　高齢運転者に対する思いやりのある運転の促進
◆　参加・体験・実践型交通安全教育等の推進による交通ルールと交通マナーの理解向上と安
全行動の促進
◆　反射材用品等の着用促進

兵 庫 県
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重点１　飲酒運転の根絶
「飲酒運転は絶対に許さない」という決意の下に、運転者をはじめ、広く県民に対し、飲酒運
転の悪質性・危険性、交通事故の悲惨さを訴えて意識改革を進め飲酒運転を根絶する。
◆　交通事故被害者等の声を反映した広報啓発活動等を通じ、飲酒運転の根絶に向けた家庭、
職場、地域等における飲酒運転を許さない環境づくりの徹底
◆　あらゆる広報媒体の活用による飲酒運転の根絶に向けた広報啓発活動の推進
◆　悪質・危険運転者の運転免許欠格期間の延長及び飲酒運転等の行政処分が強化されている
ことの周知徹底
◆　飲酒運転の悪質性・危険性の理解や飲酒運転行為を是正させるための運転者教育の促進
◆　飲食店等における運転者への酒類提供禁止の徹底
◆　飲酒運転追放「三ない運動」（酒を飲んだら車を運転しない・運転する時は酒を飲まない・
運転する人には酒を飲ませない）の徹底
◆　ハンドルキーパー運動（自動車で仲間と飲食店などへ行く場合に、お酒を飲まない人を決
め、その人が、仲間を自宅まで送り届ける運動）の推進

重点２　夕暮れ時の交通安全
夕暮れ時は、人や車の動きが活発となるほか、日没により視認性が低下し交通事故の多発が
懸念されることから、車両の早めのライト点灯、歩行者・自転車利用者の明るい服装、反射材
用品等の着用を呼びかけ、夕暮れ時の交通事故を防止する。
◆　あらゆる広報媒体を活用した、ライト点灯時間の周知徹底
◆　「夕暮れ時の早めのライト点灯運動」の広報啓発活動の実施
◆　公用車及び推進機関・団体の使用車両による率先垂範した早めのライト点灯の実施
◆　歩行者・自転車利用者の明るい服装、反射材用品等の着用の促進
◆　街頭での歩行者に対する交通安全指導、保護・誘導活動の促進
※　早めのライト点灯推奨時間

期間 点灯時間
４月から９月 午後５時
10月から３月 午後４時

重点３　自転車の交通安全
自転車利用者の交通安全意識の高揚を図り、交通ルールの遵守と交通マナーを向上させるこ
とにより、自転車乗用中の交通事故防止と自転車利用者による危険・迷惑行為を防止する。
◆　あらゆる広報媒体の活用による自転車の安全利用の促進に向けた広報啓発活動の推進
◆「自転車安全利用五則」（平成19 年７月10 日交通対策本部決定）を活用した自転車利用者
に対する交通ルール・マナーの周知と街頭指導の強化等による安全利用の促進
※　自転車安全利用五則
１　自転車は、車道が原則、歩道は例外
２　車道は左側を通行
３　歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
４　安全ルールを守る
○　飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
○　夜間はライトを点灯
○　交差点での信号遵守と一時停止・安全確認

５　子どもはヘルメットを着用
◆　自転車の点検整備の励行
◆　自転車の事故被害者の救済に資するための各種保険制度の普及啓発

重点４　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの着用を徹底し、交通事故発生時における被
害の防止・軽減を図る。
◆　全ての座席においてシートベルト、又はチャイルドシートを着用しなければならないこと
の周知徹底
◆　シートベルトとチャイルドシートの着用効果に関する理解の促進及び正しい使用方法等の
周知徹底
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衝突被害軽減ブレーキ装置導入促進助成金について

標記の助成金につきましては、全日本トラック協会との協調助成という形で実施しております

が、この度全ト協から連絡があり、全ト協の助成については、予算枠に達しつつあり、近々、達し

た時点で申請が締め切られるとのことです。

従いまして、兵ト協に申請されましても、全ト協分が対象外となることもあります。

なお、最新の情報については兵ト協HPでお知らせいたします。

（兵ト協TOP→各種助成事業→11．被害軽減ブレーキ導入助成）

事務局からのお知らせ
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第��回全国トラックドライバー・コンテスト開催

【兵庫県代表】

11トン部門  髙嶋哲也（日本通運㈱姫路支店）

４トン部門  橋本則行（日本梱包運輸倉庫㈱神戸営業所）

トレーラ部門  稲垣隆志（日通兵庫運輸㈱神戸事業部）

第43回全国トラックドライバー・コンテストが、安全運転中央研修所（茨城県）で10月22日か

ら24日にかけて開催されました。

なお、兵庫県代表の髙嶋選手が、11トン部門の２位に入賞されました。

髙嶋選手（11トン部門全国２位）

髙嶋選手（11トン部門） 髙嶋選手（11トン部門）

橋本選手（4トン部門） 稲垣選手（トレーラ部門）
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平成��年度近畿府県合同防災訓練が実施されました

日　　時　平成23年10月30日（日）９：00～

場　　所　徳島県小松島市赤石埠頭

【訓練想定】

平成23年10月30日（日）９時頃、潮岬の南方においてマグニチュード8.6の海溝型地震が発生。

徳島県南部及び徳島県北部で震度６強、徳島県全域で震度５強以上を観測。沿岸部では５メート

ルを超える津波が押し寄せ、多数の被害が発生。

兵ト協は救援物資の陸送訓練に参画

兵庫県トラック協会は兵庫県からの要請を受け、淡路の広域防災拠点（県施設）から救援物資を

積み込み、会場避難所に物資を届ける。

参加車両：２トン１台（㈱三共運輸）
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「平成23 年度 環境と物流を考えるフォーラム」を開催しました

11月24日、神戸海洋博物館ホールで「平成23年度 環境と物流を考えるフォーラム」を開催（130 

名が参加）し、より良い環境対策実現のため、運送事業者と荷主企業とのパートナーシップをテー

マに基調講演、事例報告、パネルディスカッションが行われました。

会場前ではEV 貨物自動車の出発式及び低公害車の展示をしました。

また、一般の方にも業界の環境に対する取り組み等の理解を深めてもらえるよう、環境キャン

ペーンを神戸駅前で実施しました。

開会挨拶　　森川副会長 調査報告　神戸大学大学院 講師
  秋田　直也 氏

閉会挨拶
近畿運輸局 自動車交通部長
  澤井　俊 氏

パネルディスカッション　コーディネーターの
  神戸大学教授　小谷　通泰 氏　他パネラー
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兵庫県トラック協会・北海道トラック協会との環境対策委員会の懇談会

平成23年11月17日、兵庫県トラック協会に北海道トラック協会の環境対策委員９名が来訪さ

れ、当研修センターにおいて協会の事業概況と環境対策事業等の取り組みなどについて意見交換

会がおこなわれました。

兵ト協からNOx・PM法の兵庫県ディーゼル自動車運行規制・大阪府対策地域内流入規制につ

いても説明がされた。

左から三輪社長（神戸運送自動車㈱）、澤井自動車交通部長、森川副会長、太田専務理事

北海道トラック協会
武田環境対策委員長　他８名

兵庫県トラック協会
森川副会長　他５名
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陸上貨物運送事業労働災害防止協会
平成��年度　安全衛生表彰・永年勤続表彰及び
優良フォークリフト等運転者表彰の受賞について

去る10月27日徳島県徳島市で開催された「第47回全国陸上貨物運送事業労働災害防止大会」

において安全衛生表彰者（事業場及び個人）に対し表彰式が行われました。

また、優良フォークリフト等運転者表彰の発表が行われました。

１　安全衛生表彰

  事業場賞（優良賞）  加西合同貨物自動車 株式会社

  事業場賞（進歩賞）  木下運送 株式会社

    和光物流 株式会社

  個人賞（功績賞）

  　陸災防兵庫県支部（フォークリフト運転技能講習）技能講習講師 32 年

    脇本　芳一

    中江　和修

２　優良フォークリフト等運転者表彰

    吉田　芳貢（飛田運送 株式会社）

    吉田　泰朗（飛田運送 株式会社）

    橋口　泰典（木下運輸 株式会社）

    上中　建幸（和光物流 株式会社）
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燃 料 価 格 情 報

“軽油は兵庫県下で買いましょう”

軽油「元売別」購入価格表（平成 23 年 10 月末現在）  （単位：円／㍑）

区分

集計月

ローリー 組 合 カ ー ド スタンド

平 均 平 均 平 均 平 均

平成22年11月 88.11 91.18 98.93 96.77

平成22年12月 89.96 90.61 98.86 98.37

平成23年１月 93.61 93.25 101.48 100.38

平成23年２月 95.56 95.93 103.77 102.45

平成23年３月 98.33 97.30 105.77 103.59

平成23年４月 106.82 104.08 112.96 113.78

平成23年５月 109.07 111.02 116.99 116.76

平成23年６月 105.65 109.19 116.20 114.31

平成23年７月 104.21 106.59 111.74 113.99

平成23年８月 103.34 106.40 112.35 112.46

平成23年９月 99.94 104.05 111.64 110.72

平成23年10月 97.47 100.19 108.98 108.47

平成23年11月 96.40 99.26 106.54 107.57

年 間 平 均 99.11 100.69 108.17 107.66

※前月分の価格データを集計しています。 （消費税抜き）

区分

元売名

ローリー 組 合 カ ー ド スタンド

平 均 平 均 平 均 平 均

新 日 本 96.50 98.35 110.30 100.60

出 光 96.43 102.45 105.26 119.00

コ ス モ 96.37 98.58 104.93 105.50

昭 和 シ ェ ル 95.90 100.00

モ ー ビ ル 94.95 107.50

エ ッ ソ 97.05 94.50 122.00

ゼ ネ ラ ル 94.00

そ の 他 97.30 98.78 103.93 103.44

総 計 96.40 99.26 106.54 107.57

23
／
9

全国平均 98.45
調査なし

105.38 106.40

近畿平均 98.04 105.80 106.65

（消費税抜き）

軽油価格年間推移表（兵ト協調べ）  （単位：円／ ㍑）
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退会届

退会年月日 支部名 種別 会社名 代表者名

23.10.26 西播 一般 ㈱ 植 野 商 店 原 田 健 司

11.10 東播 一般 阪 神 運 送 ㈲ 高 郷 悦 男

変更届

届出年月日 会員名簿
ページ数 変更事項 旧 新

168 住　所
 大阪ガスＬＰＧ�㈱

大阪市中央区瓦町4丁目2-14

〒541-0051

大阪市中央区備後町3丁目6-14

23.10.７ 213 代表者
 松 井 開 発 運輸㈱

松 井 英 樹 松 井 章 博

10.24 36 住　所
㈱三 好 商 店

西宮市今津出在家町2-30

〒663-8227

西宮市今津出在家町5-16

10.25 29 代表者
㈱稲 岡

稲 岡 　 功 大 屋 隆 幸

10.26 210 代表者
 う ず し お 運輸㈱

藤 本 　 昇 土 居 唯 男

10.27 155 代表者
㈱西日本ロジスティクス

藤 沢 秀 幸 竹 中 　 領

11.９ 147 代表者
 旭 陸 運 倉 庫㈱

清 水 義 昭 井 原 　 勲

11.14 43 代表者
 池 田 興 産㈱

池　田　津留江 大 南 幸 夫

11.17. 121 代表者
 山陽コールド運輸㈱

長谷部　　　勝 森　　　正　樹

入会届

入会年月日 支部名 種別 会社名 代表者名 主たる連絡先

23.９.11 東部
一般

利用
㈲アシスト・モリワキ 稲 津 　 透

〒664-0832

伊丹市下河原3丁目1番3号  ☎    072-773-9070

　森脇運送㈱内  FAX  072-773-9071
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月日 行事名 場  所 月日 行事名 場  所

11・１ 踏切事故防止キャンペーン 11・25 全国海コン部会正副部会長・監事及び各ト協部会長合同会議 全 卜 協

環境と物流を考えるフォーラム第２回実行委員会 姫路商工会議所
本 館 ４ Ｆ トラックの日の行事検討プロジェクト会議 兵 ト 協

２ フォークリフト運転技能講習 兵 ト 協 28 兵庫県交通共済協同組合創立四十周年記念懇談会 ホ テ ル
オークラ神戸

整備管理者選任後研修 姫 路 市
「勤労市民会館」 29 兵庫県過積載防止対策連絡会議 兵庫陸運部

５ 西播磨貨物運送事業協同組合研修会 姫 路
キャッスルホテル 30 （社）和歌山県トラック協会物流セミナー 和歌山市民

文 化 会 館

６ フォークリフト運転技能講習〔実技〕 ㈳神戸港湾
教育訓練協会 ー 12月の予定ー

８ 兵ト協　正副会長会議 12・１ 年末の交通事故防止運動

９ 取扱部会「正副部会長・監事会議」 兵 ト 協 ２ グリーン経営講習会 ㈳和歌山県トラック協会
３階 会 議 室

適正化指導員全国研修「特別研修」 クレフィール
湖 東 重量・鉄鋼部会「第５回研修会」 ホテル北野プ

ラザ六 甲 荘

海コン部会兵庫大阪合同三役会議 セ ン タ ー
ビ ル ３ 重量・鉄鋼部会「第６回親睦ゴルフ」 有 馬カンツ

リー 倶 楽 部

10 神戸中央支部懇親会 神 仙 閣 ７ ダンプ部会情報交換会 兵 ト 協

11 グリーン経営講習会 三 宮
研修センター 兵ト協常任理事会・総務委員会合同会議 兵 ト 協

宮城県トラック協会青年部会との交流会 「 大 観 楼 」
仙 台 市 ８ 人権啓発研修会 兵 庫 県

自動車整備会館

12 フォークリフト運転技能講習〔実技〕 ㈳神戸港湾
教育訓練協会 全ト協第 205 回常任理事会 第 一ホテル

東 京

13 フォークリフト運転技能講習〔実技〕 ㈳神戸港湾
教育訓練協会 全国トラック協会長会議 第 一ホテル

東 京

14 第 37 回環境問題対策委員会 全 ト 協 冬季道運研懇親パーティー

15 全卜協第２回重量部会ワーキンググループ 全 ト 協 ９ 全ト協タンク部会正副部会長各トラック協会タンク部会長合同会議 全 ト 協

全ト協交通対策委員会 全 ト 協 13 近畿地区物流政策懇談会 大 阪
新阪急ホテル

第 41 回物流セミナー ＡＮＡクラウン
プラザホテル神戸 14 はい作業主任者技能講習会 兵 ト 協

16 正しい運転・明るい輸送運動 第２回緊急・救援輸送検討小委員会 全 ト 協

海コン部会役員会（大阪合同） センタービル 15 はい作業主任者技能講習会 兵 ト 協

兵ト協総務委員会 兵 ト 協 自動車関係団体連絡会 神 仙 閣

公益法人移行に向けたセミナー 兵 ト 協 16 ＫＴＳ正副会長会議 「 北 斎 」
京 都 市

新規事業者指導講習会 近畿運輸局 21 近畿トラック協会幹事会 神 仙 閣
（ 大 阪 店 ）

全ト協重量部会全国実務担当者研修会 東 京 都 立
産業貿易センター ー１月の予定ー

公益法人移行検討委員会 兵 ト 協 １・６ 平成 24 年新春名刺交換会 神戸市勤労会館
７階大ホール

17 北海道トラック協会環境対策委員来訪 兵 ト 協 11 整備管理者選任後研修 神 戸 市
「兵庫県農業会館」

18 五ブロック女性経営者協議会 ホ テ ル
オークラ神戸 17 取扱・食品部会合同「荷主懇談会・研修会」 ホテルオークラ

神 戸

西日本地域青年経営者研修会 ホテル日 航
高知旭ロイヤル 19 全国専務理事業務連絡会議

神戸港ターミナル搬出入システムセンター総会 センタービル
会 議 室 23 整備管理者選任後研修 姫 路 市

「勤労市民会館」

22 三木会 兵 ト 協 ＫＴＳ正副会長会議 神戸市内

適正化啓発小委員会 兵 ト 協 27 運行管理者　基礎講習 神 戸
海洋博物館

24 物流と環境を考えるフォーラム 神 戸
海洋博物館 31 三木会 六甲道勤労

市民センター

整備管理者選任後研修 神 戸 市
「兵庫県農業会館」 輸送秩序確立委員会 六甲道勤労

市民センター




